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≪授業の概要≫
【授業の目標】
　職業会計人が財務諸表の作成あるいは分析に必要な、財務諸表に関する普遍的な知識と
それらを基礎とした応用能力を会得することを目標と

する。

【授業の概要】
　財務諸表とは、企業等が行う経済活動（すなわち事実関係）を、会計システムを通じて
数値によって表現された報告書の形態（すなわち数関

係）に写像したものである。企業等の経済活動は２１世紀に入ってからも、その範囲の拡
大あるいは複雑化の一途をたどるばかりであり、これ

に伴う会計ルールの変更も多岐にわたっている。ただし、それらはあくまでも普遍的な会
計ルールの上に成り立っているものであり、伝統的な

会計基礎理論に立脚しないところでは決して理解できないものである。
　本講義では、財務会計の中核たる財務諸表の作成あるいは分析に係る会計基礎理論の理
解を通じて、現代のめまぐるしく変わる財務諸表関連

ルールを体系的に捉え、また理解するための理論的基礎を磐石とする。
　なお、前期開講の財務会計論研究（A）では、財務会計を主に理論的側面から捉えた総
論を、後期開講の財務会計論研究（B）では、財務諸表

上の科目ごとにそれらを主に具体的な会計実務処理の側面から捉える各論として講義す
る。（A）と（B）は互いに関連しており、連続して受講

することが望ましい。

【授業の内容】
　桜井久勝教授の基本書「財務会計講義」の最新版をベースとして、以下のように講義す
る（なお、同書に記載されていない最新の会計理論お

よび実務の動向あるいは派生的な事項等については、随時レジュメ等で補完する）。ま
た、受講にあたっては、会計法規集（少なくとも２０１

８年３月までの改正等に対応しているもの）を携行すること。

（財務会計論総論）
１　オリエンテーション　～財務会計とはなにか～
２　財務会計の機能と制度（その１　会計の意義と領域）
３　財務会計の機能と制度（その２　財務会計の機能）
４　財務会計の機能と制度（その３　会社法会計）
５　財務会計の機能と制度（その４　金融商品取引法会計、税務会計）
６　利益計算の仕組み（その１　企業活動と財務諸表）
７　利益計算の仕組み（その２　複式簿記の構造）
８　利益計算の仕組み（その３　利益計算と財務諸表）
９　会計理論と会計基準（その１　会計基準の設定と問題点）
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１０　会計理論と会計基準（その２　演繹的アプローチの展開）
１１　会計理論と会計基準（その３　企業会計原則の一般原則）
１２　会計理論と会計基準（その４　会計情報の質的特性）
１３　利益測定と資産評価の基礎概念（その１　現金主義会計と発生主義会計）
１４　利益測定と資産評価の基礎概念（その２　資産評価の基準）
１５　まとめ

【質問への対応】
オフィスアワーもしくは授業の開始前、終了後などで随時対応する。

【評価方法】
　授業内での状況（発言、随時行う小テスト、レポート等）で総合的に評価する。期末試
験およびレポートは実施しない。

≪テキスト≫
桜井久勝『財務会計講義』（中央経済社）の最新版。２０１９年１月時点では１９版が最
新ですが改訂の可能性があります。書店などで同書の

最新版（つまり１９版あるいは、２０１９年４月時点で２０版が刊行されていれば２０
版、のいずれか）を各自入手して毎回持参してください

。

≪参考書≫
「新版　会計法規集（第１０版）」（中央経済社　２０１８年）
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